
１５ 剣道 
 

１ 期  日   令和６年８月６日（火） 

 
２ 会  場   小千谷市総合体育館   〒９４７－００３５ 新潟県小千谷市大字桜町４９１５   

℡：０２５８－８３－００７７ 

３  日   程 

８月 ５日（月）練習場開放・竹刀検量 １２時３０分 （アリーナ） 

各県競技部代表者会議 １３時３０分 （大会議室） 

監督会議             １５時００分 （剣道場） 

８月 ６日（火）開場（竹刀検量）    ７時３０分 

        審判会議        ８時１５分 （剣道場）  

開 始 式        ８時４５分 （アリーナ） 

競技開始        ９時００分  

終了予定       １６時１５分  

表 彰 式       １６時３０分 

               

４ 競技方法 （１）団体戦 

男女とも４チームを１組とし、各組予選リーグを行い、上位２チーム（合計８ 

チーム）による決勝トーナメント方式で順位を決する。 

〈予選リーグ〉 

 ア ３分間３本勝負。勝敗のつかないときは引き分けとする。 

 イ 得点は、勝ちチームが１点、引き分けは0.5点、負けチームは０点と 

 し、得点・勝者数・取得本数の順でリーグごとに順位を決定する。  

ウ トーナメント出場に関して、２チームが同順位の場合は登録選手７名 

の中から任意の代表者による代表者戦を、３分間１本勝負、延長戦を  

以下にある【個人戦および団体戦代表戦での対応】により、勝敗が決 

するまで行う。 

３すくみの場合は、登録選手７名の中から任意の代表者による代表者 

戦を、３分間３本勝負、延長戦２分間を１回行う。試合ごとに代表者 

が交代してもよい。試合順は予選リーグに準じる。 

４チームが同順位の場合は、抽選によるトーナメント戦で、登録選手 

７名の中から任意の代表者による代表者戦を３分間１本勝負、延長戦 

を以下にある【個人戦および団体戦代表戦での対応】により、勝敗が 

決するまで行う。試合ごとに代表者が交代してもよい。 

〈決勝トーナメント〉 

ア  ３分間３本勝負。勝敗が決しないときは引き分けとする。  

イ  チームの勝敗が決しないときは、登録選手７名の中から任意の代表者  

による代表者戦を３分間１本勝負、延長戦を以下にある【個人戦およ  

び団体戦代表戦での対応】により、勝敗が決するまで行う。 

 

（２）個人戦 

男女ともトーナメント方式で順位を決する。３分間３本勝負。勝敗が決しない 

ときは延長戦を【個人戦および団体戦代表戦での対応】により、勝敗が決す 

るまで行う。 

【個人戦及び団体戦代表戦での対応】※延長戦は２分ずつ区切る 

試合時間３分 ⇒ 延長２分 ⇒ 延長２分 ⇒ 【小休止（深呼吸をする程度）】  

⇒ 延長２分 ⇒ 延長２分 ⇒ 【面を外しての休息・給水】  

※ 上記を限り繰り返す 



           【小休止】⇒開始線で１０秒程度の深呼吸 

         【休息・給水】⇒立ったまま納刀し、待機場所に戻って面を外し、所定の場所で水分補給を行う。時間

は５分とする。 

 

５ 競技規則     （公財）全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則・細則」及び令和６年度（公財）日本中

学校体育連盟剣道競技部申し合わせ事項による。 

更に、新型コロナウイルス感染症が終息するまでの暫定的な試合・審判の方法として、

以下を含めた試合・審判の方法とする。 

・『主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン【暫定的な試合・審判の方

法】』（令和４年５月 27日（公財）全日本剣道連盟） 

・『新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判法』（令和４年４月

３日（公財）全日本剣道連盟） 

・『全剣連発出「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン」を受けての試

合・審判に関する統一事項』解説映像（ＤＶＤ）（令和３年２月（公財）日本中学校

体育連盟剣道競技部長） 

・『令和６年度（公財）日本中学校体育連盟剣道競技部 審判員共通認識事項』（令 

和６年４月１日） 

 

６ 参加規定    （１）団体戦は各県男女３チーム。開催県男女各４チーム。 

（１チームの編成は男女とも監督１、コーチ１、マネージャー１、選手５、補員２） 

（２）個人戦は各県男女各６名。開催県男女各８名。 

（３）出場選手は、次の要領で布製の名札を着用する。 

①黒または紺地に白文字とし、学校名（○○中と横書き）または、地域団体名（横

書き）、氏名（縦書き）を明記する。 

②同姓の選手がいるときは、名前の頭文字を書く。 

 

７ 引率者及び監督 

（１）引率責任者・監督は、当該校の校長・教員、または部活動指導員であること。地域ク

ラブ活動の場合は各県中学校体育連盟にて承認・申請済みの代表者・指導者とする。 

       （２）マネージャーは、当該校の校長・教員・部活動指導員・生徒であること。地域クラブ

活動の場合は各県中学校体育連盟にて承認・申請済みの代表者・指導者・生徒とす

る。 

       （３）中学校の部活動は、外部指導者（コーチ）を置くことができる。ただし、外部指導者

（コーチ）は、出場校の校長が認めた者とし、指導者承認書（様式 C）を参加申込時

に提出する。 

 

８ 表   彰   大会実施要項の規定により表彰する。 

 

９ 組 合 せ   ＊ｅは開催県 

 （１）団体戦（予選リーグ）        

ａ１は、ａ県の１位を示す。 

開催県の４位は、他県の３位扱いとする。 

男女とも、団体戦・個人戦のそれぞれについて、 

ａ～ｄを決める抽選をする。 

団体戦決勝トーナメントの組合せは、予選リーグ終了

後、各ブロックの１位が抽選をし、その後同一リーグ

の２位と決勝まで対戦しないように、２位が抽選をす

る。予選リーグの試合順は次のようにする。 

「Ⅰ－Ⅳ、Ⅱ－Ⅲ、Ⅰ－Ⅲ、Ⅱ－Ⅳ、Ⅲ－Ⅳ、Ⅰ－Ⅱ」 

 

 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

Ａブロック ｅ１ ｂ２ ｃ３ ｄ３ 

Ｂブロック ｂ１ ａ２ ｃ２ ｅ３ 

Ｃブロック ｃ１ ｄ２ ｅ２ ａ３ 

Ｄブロック ａ１ ｄ１ ｂ３ ｅ４ 



 （２）団体戦（決勝トーナメント） 

  

   

     

         

○－１位 ○－２位 ○－２位 ○－１位 ○－１位 ○－２位 ○－２位 ○－１位 

 （３）個人戦 
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